
【感染症発生動向調査事業から】
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令和７年９月２４日から９月３０日は「結核・呼吸器感染症予防週間」です。 

 川崎市における令和６年の結核罹患率は６．９（人口１０万対）と、令和５

年から減少しましたが、引き続き神奈川県全体を上回っています。結核は特有

の初期症状がないため、気付かないうちに進行することがあります。咳や痰、

微熱等が２週間以上続く場合は、早めに医療機関を受診しましょう。 

また、発熱や咳等の症状は、報告数が増加している新型コロナウイルス感染

症等の呼吸器感染症でもみられます。呼吸器感染症の多くは飛沫感染や接触感

染で広がるため、手洗いや咳エチケット等の感染対策を徹底しましょう。一部

の呼吸器感染症は、ワクチンによる予防も有効です。定期接種の対象年齢等を

確認し、接種を御検討ください。 

今、何の病気が流行しているか！

第３７週報告数第１位 ９月２４日～３０日は「結核・呼吸器感染症予防週間」です！ 

令和７年９月８日（月）～令和７年９月１４日（日）〔令和７年第３７週〕の感染症発生状況 

第３７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は５．７２人と前週（５．０２人）から増加しました。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．２７人と前週（４．２２人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．８６人と前週（１．８４人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第３７週報告数第３位 

第３７週報告数第２位 
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全国、神奈川県、川崎市における結核罹患率の年次推移 
－令和２年～令和６年－ 

呼吸器感染症の予防対策 

マスクを正しく
着用する。

咳やくしゃみをする時は、ティッシュや 
ハンカチ、上着の内側や袖などで口や鼻 
を覆う。 

マスクの着用 手指衛生 ワクチン接種

正しい咳エチケット 
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